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 中期経営計画見直しに関するお知らせ  

 
本日の取締役会において、標記の件につき次の通り決定いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 当社は、平成２２年５月１８日に「中期経営計画策定に関するお知らせ」を発表し、本年４月か

ら２期目に入っております。周知のとおり、本年３月１１日に発生した東日本大震災は東北地方を

中心に未曾有の被害をもたらし、未だに復旧の目途も立たない状況であります。加えて、福島第一

原子力発電所の事故は収束までに長い年月を要するものと考えられております。 

 

当社では、そうした状況を踏まえ昨年策定した中期経営計画の見直しを行って参りました。平成

２３年３月期においては売上高・利益ともに若干見通しを下回ったものの、商品回転率の向上、経

費削減等による収益力の強化、有利子負債の削減等において一定の成果を挙げたものと考えており

ます。２期目に当たる平成２４年３月期においても順調に推移するものと考えておりました。 

 

しかしながら、震災の影響、原発の事故による電力事情、放射能漏れの問題等収束の見通しが立

っておりません。また、自粛ムードもあり、ともすれば不要不急の商品、贅沢品ととらえられがち

なジュエリーへの影響は極めて厳しいものがあります。当社は催事販売を営業の主力と位置づけて

おりますが、震災以降の販売状況を見ても関東・東北地方を中心に売上の低下は避けられないもの

と考えております。中部以西の販売を強化し売れ筋商品の開発、経費削減等のあらゆる施策により

業績の落ち込みを最大限回避したいと考えておりますが、平成２５年３月期につきましては、当初

計画を実現することは極めて厳しく、まったく見通しを立てることが出来ません。 

 

従いまして、本日発表の「平成23年３月期 決算短信（非連結）」において、平成２４年３月期の

業績見通しを発表させて頂いたうえで中期経営計画を一旦白紙に戻し、新たに策定する場合には改

めてお知らせいたします。 

 
１.参考(当初計画) 

   （単位：百万円） 
 平成２３年３月期 平成２４年３月期 平成２５年３月期 

売 上 高 ６，６６９ ７，０００ 7，３００ 

売 上 総 利 益 1，５８８ １，７００ １，８５０ 

営 業 利 益 １６４ １８０ ２５０ 

経 常 利 益 １４４ １６０ ２３０ 

当 期 純 利 益 １４０ １５５ ２２０ 



 
２.参考(実績及び計画) 

  （単位：百万円）  

 平成２３年３月期

実績 
平成２４年３月期

計画  

売 上 高 ６，２６１ ５，６５２  

売 上 総 利 益 1，３０８ １，２７２  

営 業 利 益 １２５ ９８  

経 常 利 益 ６３ ６４  

当 期 純 利 益 １３０ ６２  

 


